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第 6 章は，結論であり，得られた研究成果をまとめ，本論文の総括を行っている o
論文審査の結果の要旨
近年の慣性核融合研究では，燃料プラズ、マ中心の高温部(ホットスポット)の形成過程の理解が，最も重要な課題



















が， 1 次元シミュレーションによる予測に近くなること，プレパルスと主レーザーとの間隔がO.4ns のとき中性子
発生量は 1 次元シミュレーション値に最も近くなることを確認している。
(6) 爆縮用の12 ビームのレーザーのうち 2 ビームのエネルギーを，故意に20%強くして対称性を崩し，照射一様性を
劣化させることにより爆縮一様性が低下しイオン温度が下がることを確認している o
(7) 点火実験において期待されるプラズ‘マでは，従来の荷電粒子を利用する燃料面密度計測が困難である o このよう
な高い燃料面密度を測定するため，燃料イオンによって散乱された中性子数を利用する新方式を提案し， これが可
能であることを，計算機シミュレーションによって示しているo
以上の結果は，点火プラズ‘マの生成過程を解明するために必要な，新しい手段・方法を与えるものであり，自己点
火プラズマ実現に向けた慣性核融合研究に，大きく寄与するものと考える。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める o
nむ
